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（百万円未満切捨て） 
１．19 年 9月中間期の連結業績（平成 19 年 4月 1日～平成 19 年 9 月 30 日） 
(1)連結経営成績                              （％表示は対前年中間期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

107,089 
98,243 

9.0 
57.0 

2,911
1,662

75.1
93.0

1,811
810

123.5 
71.3 

1,027 
521 

96.8
―

19 年 3 月期 209,125   ― 4,041 ― 2,454 ― 804 ―
 

 
１株当たり中間 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 1株当たり

中間（当期）純利益 

  円 銭  円 銭

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

4 09 
2 39 

―
2 36

19 年 3 月期 3 60 ―
(参考)持分法投資損益 19 年 9 月中間期 74 百万円 18 年 9 月中間期 △76 百万円 19 年 3月期 172 百万円 
 
(2)連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

181,234 
175,853 

51,906
44,647

28.0 
25.1 

206 72
202 75

19 年 3 月期 177,627 50,943 28.2 199 38
(参考)自己資本 19年 9月中間期 50,785百万円 18年 9月中間期 44,160百万円 19年 3月期 50,067百万円 
  
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

△4,079 
△5,618 

△2,316
△1,599

6,221 
8,569 

7,684
10,370

19 年 3 月期 △1,716 △3,236 3,753 7,814
 
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

  円 銭  円 銭  円 銭 

19 年 3 月期 ― 2 00 2 00

20 年 3 月期 ― 

20 年 3 月期（予想）  3 00
3 00

 
 
３．20 年 3月期の連結業績予想（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 

（％表示は対前期増減率） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通    期 220,000 5.2 5,700 41.0 3,800 54.8 2,000 148.7 7 96
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
 
(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更  有 
② ①以外の変更   無 

〔(注)詳細は、16 ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。〕 
 
(3) 発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 19 年 9 月中間期 251,126,611 株  
18 年 9 月中間期 217,966,570 株 
19 年 3 月期 251,126,611 株 

②期末自己株式数  19 年 9 月中間期 36,532 株  
18 年 9 月中間期 160,777 株 
19 年 3 月期 17,881 株 

 (注) 1 株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、19 ページ「１株当
たり情報」をご覧ください。 

 
 
(参考)個別業績の概要 
 

１. 19 年 9 月中間期の個別業績(平成 19 年 4月 1日～平成 19 年 9月 30 日) 
(1)個別経営成績                             （％表示は対前中間期増減率） 
 営業収益 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円    ％ 

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

1,918 
1,230 

55.9
―

746
   87

757.2
―

715
211

237.9 
― 

1,025
279

267.2
―

19 年 3月期 2,283 ― 5 ― 106 ― 208 ―
 

 １株当たり中間 

（当期）純利益 

 円 銭

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

4 08
1 28

19 年 3 月期 0 93
 

注）18 年 9月中間期は、持株会社移行初年度のため増減率を記載しておりません。 
 
(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

19 年 9 月中間期 
18 年 9 月中間期 

109,331
107,000

41,110
35,505

37.6 
33.1 

163 72
163 01

19 年 3 月期 106,384 40,549 38.1 161 48
(参考) 自己資本 19 年 9 月中間期 41,110 百万円 18 年 9 月中間期  35,505 百万円 19 年 3 月期 40,549 百万円   

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 平成 19 年 8 月 13 日に公表した平成 20 年 3 月期の連結業績予想につきましては、中間期、通期とも平成 19 年 11

月 13 日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」の通り、修正しております。 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想と異なる可能性があります。 

なお、業績予想の背景および前提条件に関する事項につきましては、３ページ「１．経営成績（１）経営成績に関

する分析」をご参照ください。 
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１．経 営 成 績 
（１）経営成績に関する分析 

 当中間連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益とともに雇用情勢が改善し、設備投資も増加

基調となるなど、堅調に推移いたしました。 

電線業界におきましては、電線需要は国内向けおよび中東をはじめとする海外の積極的な電力イン

フラ投資を背景とする輸出がともに堅調でありましたが、その一方で、銅や原油等の原材料価格の高

騰等の不安要因も抱えながら推移いたしました。 

このような状況下にあって当社グループは、事業の効率化および収益の安定化に努めるとともに、

第７次中期経営計画最終年度の本年度において目標達成に向け、電線ケーブルを中心とする基盤事業

のさらなる利益創出および新たな成長事業の創出にも取り組むことにより、事業の拡大と高い収益の

確保を目指してまいりました。 

以上の結果、当中間連結会計期間の業績は、全般的に堅調な需要に加え銅価格の高騰もあり売上高

は 1,070 億 89 百万円（前年同期比 9.0％増）となり、損益面では、為替差損が発生したものの、エネ

ルギーシステム事業の生産が電力ケーブルを中心に高水準に推移したことにより営業利益 29 億 11 百

万円（前年同期比 75.1％増）、経常利益 18 億 11 百万円（前年同期比 123.5％増）、中間純利益 10 億 27

百万円（前年同期比 96.8％増）となりました。 

 

次に事業の種類別セグメントの状況をご説明いたします。 

 

コミュニケーションシステム事業 

国内の FTTH（Fiber To The Home）サービスの契約者数は引き続き増加し、情報通信関連需要も前年

同期並みに推移したことから、当事業の売上高は 136 億 92 百万円（前年同期比 1.0％減）となりまし

た。損益面ではメタル通信ケーブルを中心に採算が改善したことから、営業利益は 7 百万円と、前年

同期比 2億 92 百万円の増加となりました。 

 

デバイス事業 

家電や事務機器を中心とした機器内配線として使用されるワイヤハーネス（電子ワイヤ）の需要が

伸び、建物用免震関連製品の需要も拡大したことから、当事業の売上高は 112 億 64 百万円（前年同期

比 6.6％増）となりました。損益面では原材料価格の販売価格への転嫁が遅れたことや、精密デバイス

（ローラ）のベトナム生産拠点の立ち上げが遅れていること等により、営業損失は 6 億 18 百万円と、

前年同期比 4億 95 百万円の損失の拡大となりました。 

 

エネルギーシステム事業他 

電力ケーブルおよび電力工事は中東などの海外案件が増加し活況となりました。また、自動車用電

装品、電気設備向けの巻線ならびに国内の堅調な民間設備投資を背景に汎用電線も好調に推移いたし

ました。これら堅調な需要に加え銅価格の高騰もあり、当事業の売上高は 821 億 32 百万円（前年同期

比 11.2％増）となりました。損益面でも電力ケーブルの収益が大幅に改善したこともあり、営業利益

は 35 億 35 百万円と、前年同期比 14億 79 百万円（72.0％）の増加となりました。 

 

注.上記、各事業の売上高には、セグメント間の内部売上高または振替高を含めておりません。 

 

 今後のわが国経済の見通しにつきましては、企業部門の好調さが継続し、民間設備投資も堅調に推

移することが見込まれますが、米国のサブプライムローン問題や、原油をはじめとした原材料価格の

動向が内外経済に及ぼす影響ならびに建築基準法改正による建築関連への影響については留意する必

要があり、依然として楽観はできない状況にあります。 

このような状況下にあって当社グループの通期の見通しは、エネルギーシステム事業が引き続き堅

調に推移すると見込まれることから増収としたものの、損益面では、銅価や為替の変動リスクも想定

されることから経常利益、当期純利益は当初予想を据え置きました。 

結果、平成 20 年 3 月期の通期業績予想につきましては、売上高 2,200 億円、営業利益 57 億円、経

常利益 38 億円、当期純利益 20 億円を見込んでおります。 
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（２）財政状態に関する分析   
①資産、負債、純資産の状況 

当中間連結会計期間末における資産合計は 1,812 億 34 百万円で、前連結会計年度末より 36 億 7 百

万円増加しています。その内訳としては、流動資産の増加 13 億 76 百万円、固定資産の増加 22 億 30

百万円であります。流動資産の増加の主なものは受取手形および売掛金の増加 9 億 7 百万円、固定資

産の増加の主なものは、投資その他の資産のその他投資に含まれる長期前払費用の増加 30億 5 百万で

あります。 

当中間連結会計期間末における負債合計は 1,293 億 27 百万円で、前連結会計年度末より 26 億 44 百

万円増加しています。その内訳としては、流動負債の増加 13 億 59 百万円、固定負債の増加 12 億 84

百万円です。流動負債の変動の主な要因は短期借入金が 60 億 90 百万円、またその他流動負債に含ま

れる未払金が 8億 18 百万円増加した一方で、支払手形および買掛金が 57億 32 百万円減少しているこ

と、固定負債の変動の要因は長期繰延税金負債が 9 億 50 百万減少したものの、その他固定負債が 23

億 65 百万円増加していることによります。 

当中間連結会計期間末における純資産合計は 519 億 6百万円で、前連結会計年度より 9億 63 百万円

増加しています。これは主に、利益剰余金が 5億 17 百万円増加したことによるものです。 

②キャッシュ・フローの状況 

当中間連結会計期間末における連結ベースの現金および現金同等物は、76 億 84 百万円となり、前

連結会計年度末に比べ 1億 30 百万円減少しております。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の減少は、40 億 79 百万円（前中間連結会計期間は 56 億 18 百万円の資金の減

少）となりました。これは、主に税金等調整前中間純利益が 10 億 56 百万円、減価償却費が 17 億 83

百万円計上されたものの、仕入債務の減少が 39 億 65 百万円あったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の減少は、23 億 16 百万円（前中間連結会計期間は 15 億 99 百万円の資金の減

少）となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出 20 億 93 百万円があったことによる

ものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の増加は、62 億 21 百万円（前中間連結会計期間は 85 億 69 百万円の資金の増

加）となりました。これは、主に長期借入による収入 53 億円があったことによるものであります。 

 

（３）利益配分に関する基本方針および当期の配当 

  当社の利益配分につきましては、収益状況のみならず、今後の事業展開の見通し、経営体質の強化、

内部留保等を総合的に勘案し、株主の皆様への安定継続した配当を行うことを基本方針といたしてお

ります。 

 また、当社が持株会社であることから、当社単体のみならず昭和電線グループとして連結業績に見

合った配当も考慮しております。当期の中間配当金につきましては前年同様見送らせていただきます

が、業績が上向いていることにより、1 株当たりの期末配当金は前期 2 円から 3 円に変更させていた

だく見込みです。 

 
（４）事業等のリスク 

１．主要な原材料に係るリスク 
当社グループが製造・販売している電線・ケーブルの主要な原材料である銅の購入価格は、ロンド

ン金属取引所の取引価格と連動しておりますが、その価格は需給関係と異なる投機的要素によっても

変動します。一方で、当社グループの販売価格は原則として銅価格にスライドして設定しております

が、銅価格が大幅に変動した場合には当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 
２．為替および金利の変動リスク 

当社グループは国内取引における円貨建取引の割合が高いものの、一部取引については米ドルその

他の外国通貨建取引もあることから、為替リスクを最小限に抑えるためヘッジ取引を行うことを基本

方針としておりますが、外国為替レートの変動によっては為替損失が発生し、当社グループの業績等

に影響を及ぼす可能性があります。 

また当社グループは設備資金を主に金融機関からの借入により調達しているため、相当額の有利子
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負債を抱えており、当該有利子負債の削減に努める一方で、金利が大幅に上昇した場合には金融費用

の負担が増加し、当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性があります。 
３．投資リスク 
当社グループの海外拠点の多くは中国・東南アジア地区に集中しており、当該地区においては法規

範の改正、人材の育成・確保、パートナー企業動向、社会基盤整備状況、為替動向等に関するリスク

を内在していることから、リスクの発生により当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性がありま

す。 
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２．企業集団の状況 
  当企業集団の、事業の種類別セグメントとの関連における事業内容ならびに当社および主要な子会

社・関連会社の当該事業に係る位置付けは、次のとおりであります。 
 
コミュニケーションシステム事業 

当事業では、主に光ファイバケーブル、通信ケーブル等の製造販売および通信工事、光無線ＬＡＮシステ

ムの設計・請負等を行っています。 

当社のほか、製造販売会社として昭和電線ケーブルシステム㈱、冨士電線㈱、青森昭和電線㈱、宮崎電線

工業㈱、杭州富通昭和線纜配件有限公司等、販売会社として㈱ＳＤＳ、その他の会社として㈱アクシオがあり

ます。 

デバイス事業 

当事業では、主に精密デバイス（ローラ）、振動制御機器、ワイヤハーネス（電子ワイヤ）等の製造販売を行っ

ています。 

当社のほか、製造販売会社として昭和電線デバイステクノロジー㈱、㈱ダイジ、嘉興昭和機電有限公司、

SWCC SHOWA (VIETNAM) CO., LTD.、杭州富通昭和線纜配件有限公司、東莞昭和機電有限公司、福清昭和

成鴻電子有限公司、香港昭和有限公司、販売会社として㈱ＳＤＳがあります。 

エネルギーシステム事業他 

当事業では、主に電力ケーブル、電線、電力機器、巻線の製造販売および電力工事の設計・請負、超電導

事業、環境関連事業等を行っております。 

当社のほか、製造販売会社として昭和電線ケーブルシステム㈱、冨士電線㈱、㈱エクシム、昭光機器工業

㈱、多摩川電線㈱、㈱ユニマック、吉田電線㈱、販売会社として㈱ＳＤＳ、その他の会社として昭和電線ビジネ

スソリューション㈱、㈱エステック、昭和電線工事㈱、昭和リサイクル㈱、㈱ロジス・ワークス等があります。 

 

事業の系統図は次のとおりであります。（平成 19年 9 月 30 日現在） 
＊は持分法適用会社。その他は全て連結子会社。 

太字の会社は持株会社の直轄子会社、斜体文字の会社はセグメントを重複している会社を示しております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
注１．当中間連結会計期間において日伸電線㈱と㈱ワイ・エス・デーが㈱ダイジに、安川電材㈱が㈱ＳＤＳに、

それぞれ吸収合併されました。 
２．当中間連結会計期間末において㈱ケイ・エス・デーを連結子会社から除外いたしました。 

 

昭
和
電
線
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
〈
持
株
会
社
〉 

 

デ
バ
イ
ス
事
業 

《製造・販売》 
昭和電線デバイステクノロジー㈱  ㈱ダイジ 
嘉興昭和機電有限公司  SWCC SHOWA (VIETNAM) CO., LTD.  
杭州富通昭和線纜配件有限公司  東莞昭和機電有限公司  
福清昭和成鴻電子有限公司  香港昭和有限公司 
《販売》 
㈱ＳＤＳ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

シ
ス
テ
ム
事
業 

《製造・販売》 
昭和電線ケーブルシステム㈱  冨士電線㈱ 
青森昭和電線㈱  宮崎電線工業㈱  杭州富通昭和線纜配件
有限公司  杭州富通通信技術股份有限公司＊ 
《販売》 
㈱ＳＤＳ 
《その他》 
㈱アクシオ  

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
事
業
他

《製造・販売》 
昭和電線ケーブルシステム㈱  冨士電線㈱ 
㈱エクシム  昭光機器工業㈱  多摩川電線㈱ 
㈱ユニマック  吉田電線㈱ 
《販売》 
㈱ＳＤＳ 
《その他》 
昭和電線ビジネスソリューション㈱  
㈱エステック  昭和電線工事㈱  昭和リサイクル㈱ 
㈱ロジス・ワークス  華和工程股份有限公司＊ 

得 
 
 

意 
 
 

先 
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３．経 営 方 針 
平成 19 年 3月期決算短信（平成 19 年 5 月 18 日開示）により開示を行った内容から重要な変更がな

いため開示を省略します。 

 当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

   http://www.swcc.co.jp/ir/s_report.htm 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 

http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 

  

 なお、次期中期経営計画につきましては、年度内を目途に策定する予定です。 
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4. 中間連結財務諸表 

(1) 中間連結貸借対照表 

 
前中間連結会計期間末 

（平成 18 年 9 月 30 日現在） 

当中間連結会計期間末 

（平成 19 年 9 月 30 日現在） 

 

前連結会計年度末の 

要約連結貸借対照表 

（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

区分 
金額 

（百万円） 

構成比

(％) 

金額 

（百万円） 

構成比 

(％) 

金額 

（百万円） 

構成比

(％) 

（資産の部）    

I 流動資産    

１ 現金および預金  10,749 7,907   8,199

２ 受取手形および売掛金  60,451 65,830   64,923

３ 棚卸資産  28,894 28,005   27,482

 ４ その他の流動資産  5,308 5,214   4,940

    貸倒引当金  △180 △239   △204

   流動資産計  105,221 59.8 106,717 58.9  105,340 59.3

Ⅱ 固定資産    

   １ 有形固定資産    

建物および構築物 17,355 16,847  17,367 

機械装置および運搬具 8,713 9,654  9,338 

土地 25,122 24,766  25,040 

その他の有形固定資産 1,923 1,950  1,878 

     有形固定資産計  53,115 30.2 53,219 29.4  53,624 30.2

  ２ 無形固定資産  458 0.3 464 0.2  565 0.3

   ３ 投資その他の資産    

       投資有価証券 13,142 13,271  13,435 

      その他の投資 5,281 8,889  6,032 

      貸倒引当金 △1,365 △1,328  △1,370 

       投資その他の資産合計  17,058 9.7 20,832 11.5  18,097 10.2

固定資産計  70,632 40.2 74,517 41.1  72,286 40.7

資産合計  175,853 100.0 181,234 100.0  177,627 100.0
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前中間連結会計期間末 

（平成 18 年 9 月 30 日現在） 

当中間連結会計期間末 

（平成 19 年 9 月 30 日現在） 

 

前連結会計年度末の 

要約連結貸借対照表 

（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

区分 
金額 

（百万円） 

構成比

(％) 

金額 

（百万円） 

構成比 

(％) 

金額 

（百万円） 

構成比

(％) 

（負債の部）    

 Ⅰ 流動負債    

     １ 支払手形および買掛金  36,424 34,151   39,884

２ 短期借入金  53,323 53,873   47,782

３ 社債(1 年以内償還予定）  342 112   232

４ その他の流動負債  11,071 14,271   13,149

  流動負債計  101,163 57.5 102,409 56.5  101,050 56.9

Ⅱ 固定負債    

     １ 社債  5,591 478   534

２ 長期借入金  16,662 17,315   17,556

  ３ 退職給付引当金  629 790   601

   ４ 役員退職慰労引当金  ― 93   93

  ５ その他の固定負債  7,160 8,239   6,848

  固定負債計  30,043 17.1 26,918 14.9  25,633 14.4

負債合計  131,206 74.6 129,327 71.4  126,683 71.3

    

（純資産の部）    

Ⅰ 株主資本    

  １ 資本金  18,733 10.7 21,221 11.7  21,221 11.9

  ２ 資本剰余金  13,260 7.5 15,752 8.7  15,752 8.9

  ３ 利益剰余金  3,935 2.2 4,821 2.7  4,304 2.4

  ４ 自己株式  △19 △0.0 △5 △0.0  △2 △0.0

   株主資本計  35,909 20.4 41,790 23.1  41,275 23.2

Ⅱ 評価・換算差額等    

  １ その他有価証券評価差額金  3,729 2.1 4,140 2.3  4,137 2.3

  ２ 繰延ヘッジ損益  △31 △0.0 1 0.0  △8 △0.0

  ３ 土地再評価差額金  4,489 2.6 4,453 2.4  4,489 2.5

  ４ 為替換算調整勘定  63 0.0 399 0.2  172 0.1

  評価・換算差額等計  8,251 4.7 8,995 4.9  8,791 4.9

Ⅲ 少数株主持分  487 0.3 1,121 0.6  876 0.5

純資産合計  44,647 25.4 51,906 28.6  50,943 28.7

負債、純資産合計  175,853 100.0 181,234 100.0  177,627 100.0
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 (2) 中間連結損益計算書 
 

 
前中間連結会計期間 

（自 平成 18 年 4月 1日 

 至 平成 18 年 9月 30 日）

当中間連結会計期間 

（自 平成 19 年 4月 1日  

 至 平成 19 年 9月 30 日） 

前連結会計年度の 

要約連結損益計算書 

（自 平成 18 年 4月 1日 

 至 平成 19 年 3月 31 日） 

区分 
金額 

（百万円） 

百分比

(％) 

金額 

（百万円） 

百分比 

(％) 

金額 

（百万円） 

百分比

(％) 

Ⅰ 売上高  98,243 100.0 107,089 100.0  209,125 100.0

Ⅱ 売上原価  86,190 87.7 93,313 87.1  184,493 88.2

    売上総利益  12,053 12.3 13,775 12.9  24,631 11.8

Ⅲ 販売費および一般管理費  10,390 10.6 10,863 10.2  20,590 9.9

    営業利益  1,662 1.7 2,911 2.7  4,041 1.9

Ⅳ 営業外収益    

  １ 受取利息 9 13  19 

  ２ 受取配当金 91 122  142 

  ３ 持分法による投資利益 ― 74  172 

  ４ 為替差益 42 ―  39 

  ５ その他 100 243 0.2 156 367 0.4 199 573 0.3

Ⅴ 営業外費用    

  １ 支払利息 759 866  1,564 

  ２ 持分法による投資損失 76 ―  ― 

    ３ 為替差損 ― 293  ― 

  ４ その他 259 1,095 1.1 307 1,467 1.4 596 2,161 1.0

    経常利益  810 0.8 1,811 1.7  2,454 1.2

Ⅵ 特別利益  23 0.0 120 0.1  77 0.0

Ⅶ 特別損失  12 0.0 875 0.8  676 0.3

  税金等調整前中間（当期）純利益  821 0.8 1,056 1.0  1,855 0.9

  法人税、住民税および事業税 502 491  637 

  法人税等調整額 △214 287 0.3 △751 △260 △0.2 121 758 0.4

  少数株主利益  11 0.0 289 0.2  292 0.1

  中間（当期）純利益  521 0.5 1,027 1.0  804 0.4
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 (3) 中間連結株主資本等変動計算書 
 
前中間連結会計期間（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 18 年 9月 30 日） 

 

株主資本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 

合計 

平成 18 年 3 月 31 日残高 

（百万円） 
18,733 13,260 3,904 △16 35,882

中間連結会計期間中の変動額  

剰余金の配当 △326  △326

役員賞与 △12  △12

中間純利益 521  521

連結子会社の増加に伴う減少高 △152  △152

自己株式の取得 △3 △3

株主資本以外の項目の 

中間連結会計期間中の変動額 
 

中間連結会計期間中の変動額合計 

（百万円） 
― ― 30 △3 27

平成 18 年 9 月 30 日残高 

（百万円） 
18,733 13,260 3,935 △19 35,909

 

評価・換算差額等 

 その他有

価証券評

価差額金 

繰延 
ヘッジ 
損益 

土地再評

価 
差額金 

為替換算 
調整勘定 

評価・ 
換算 
差額等 
合計 

少数株主 
持分 

純資産 
 

合計 

平成 18 年 3 月 31 日残高 

（百万円） 
3,982 ― 4,489 34 8,507 490 44,880

中間連結会計期間中の変動額   

剰余金の配当   △326

役員賞与   △12

中間純利益   521

連結子会社の増加に伴う減少高   △152

自己株式の取得   △3

株主資本以外の項目の 

中間連結会計期間中の変動額 
△253 △31 ― 29 △255 △3 △259

中間連結会計期間中の変動額合計 

（百万円） 
△253 △31 ― 29 △255 △3 △232

平成 18 年 9 月 30 日残高 

（百万円） 
3,729 △31 4,489 63 8,251 487 44,647
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当中間連結会計期間（自 平成 19 年 4月 1日 至 平成 19 年 9月 30 日） 
 

株主資本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 

合計 

平成 19 年 3 月 31 日残高 

（百万円） 
21,221 15,752 4,304 △2 41,275

中間連結会計期間中の変動額  

剰余金の配当 △502  △502

中間純利益 1,027  1,027

連結子会社の減少に伴う減少高 △43  △43

土地再評価差額金の取崩 35  35

自己株式の取得 △3 △3

株主資本以外の項目の 

中間連結会計期間中の変動額 
 

中間連結会計期間中の変動額合計 

（百万円） 
― ― 517 △3 514

平成 19 年 9 月 30 日残高 

（百万円） 
21,221 15,752 4,821 △5 41,790

 

評価・換算差額等 

 その他有

価証券評

価差額金 

繰延 
ヘッジ 
損益 

土地再評

価 
差額金 

為替換算 
調整勘定 

評価・ 
換算 
差額等 
合計 

少数株主 
持分 

純資産 
 

合計 

平成 19 年 3 月 31 日残高 

（百万円） 
4,137 △8 4,489 172 8,791 876 50,943

中間連結会計期間中の変動額   

剰余金の配当   △502

中間純利益   1,027

連結子会社の減少に伴う減少高   △43

土地再評価差額金の取崩   35

自己株式の取得   △3

株主資本以外の項目の 

中間連結会計期間中の変動額 
2 9 △35 227 204 244 448

中間連結会計期間中の変動額合計 

（百万円） 
2 9 △35 227 204 244 963

平成 19 年 9 月 30 日残高 

（百万円） 
4,140 1 4,453 399 8,995 1,121 51,906
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前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 19 年 3 月 31 日） 
 

株主資本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 

合計 

平成 18 年 3 月 31 日残高 

（百万円） 
18,733 13,260 3,904 △16 35,882

連結会計年度中の変動額  

新株の発行 2,487 2,487  4,975

自己株式の処分 4 19 24

剰余金の配当 △326  △326

役員賞与 △12  △12

当期純利益 804  804

連結子会社の増加に伴う減少高 △152  △152

持分法適用関連会社の減少に伴う 

増加高 
86  86

自己株式の取得 △6 △6

株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の変動額 
 

連結会計年度中の変動額合計 

（百万円） 
2,487 2,492 399 13 5,393

平成 19 年 3 月 31 日残高 

（百万円） 
21,221 15,752 4,304 △2 41,275

 

評価・換算差額等 

 その他有

価証券評

価差額金 

繰延 
ヘッジ 
損益 

土地再評

価 
差額金 

為替換算 
調整勘定 

評価・ 
換算 
差額等 
合計 

少数株主 
持分 

純資産 
 

合計 

平成 18 年 3 月 31 日残高 

（百万円） 
3,982 ― 4,489 34 8,507 490 44,880

連結会計年度中の変動額   

新株の発行   4,975

自己株式の処分   24

剰余金の配当   △326

役員賞与   △12

当期純利益   804

連結子会社の増加に伴う減少高   △152

持分法適用関連会社の減少に伴う 

増加高 
  86

自己株式の取得   △6

株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の変動額 
154 △8 ― 137 283 386 670

連結会計年度中の変動額合計 

（百万円） 
154 △8 ― 137 283 386 6,063

平成 19 年 3 月 31 日残高 

（百万円） 
4,137 △8 4,489 172 8,791 876 50,943
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(4) 中間連結キャッシュ・フロー計算書 
  

 
前中間連結会計期間 
（自 平成18年4月1日 
至 平成18年9月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成19年4月1日 

 至 平成19年9月30日） 
 

前連結会計年度の要約連結 
キャッシュ・フロー計算書 
（自 平成18年4月1日 

 至 平成19年3月31日）

区分 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

 
 Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

    税金等調整前中間（当期）純利益 821 1,056 1,855 

    減 価 償 却 費 1,425 1,783 2,941 

    減 損 損 失 ― ― 160 

    投 資 有 価 証 券 売 却 益 △3 △120 △7 

    固 定 資 産 売 却 益 △20 △36 △41 

    投 資 有 価 証 券 等 評 価 損 12 0 57 

    貸 倒 引 当 金 の 増 減 額 △40 40 △12 

    受 取 利 息 お よ び 受 取 配 当 金 △100 △135 △162 

    支 払 利 息 759 866 1,564 

    売 上 債 権 の 増 減 額 △10,867 △1,868 △15,377 

    棚 卸 資 産 の 増 減 額 △3,011 △1,395 △1,579 

    仕 入 債 務 の 増 減 額 6,258 △3,965 9,335 

    流 動 資 産 そ の 他 の 増 減 額 8 △304 △182 

    流 動 負 債 そ の 他 の 増 減 額 144 1,949 1,624 

    そ の 他 △398 △727 △446 

       小     計 △5,011 △2,857 △270 

    利 息 お よ び 配 当 金 の 受 取 額 99 452 162 

    利 息 の 支 払 額 △702 △822 △1,471 

    法 人 税 等 の 支 払 額 △4 △852 △137 

   営業活動によるキャッシュ・フロー △5,618 △4,079 △1.716 

 Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

    有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出 △4 △4 △30 

    有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入 4 193 15 

    出 資 金 の 売 却 に よ る 収 入 ― ― 388 

    有形固定資産の取得による支出 △1,573 △2,093 △3,342 

    有形固定資産の売却による収入 36 254 120 

    連結の範囲の変更を伴う子会社 

    株式・出資金の取得による収入 
― ― △95 

    短 期 貸 付 金 の 増 減 額 △3 △47 47 

    そ の 他 △59 △617 △340 

   投資活動によるキャッシュ・フロー △1,599 △2,316 △3,236 

 Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

    短 期 借 入 金 の 増 減 額 5,645 7,114 17 

    長 期 借 入 れ に よ る 収 入 3,700 5,300 10,500 

    長期借入金の返済による支出 △5,367 △5,468 △11,187 

    社 債 の 発 行 に よ る 収 入 4,997 ― 4,997 

    社 債 の 償 還 に よ る 支 出 △66 △176 △232 

    配 当 金 の 支 払 額 △326 △502 △326 

    そ の 他 △13 △45 △16 

   財務活動によるキャッシュ・フロー 8,569 6,221 3,753 

 Ⅳ 現金および現金同等物に係る換算差額 17 21 13 

 Ⅴ 現 金 お よ び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 1,369 △152 △1,186 

 Ⅵ 現 金 お よ び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 8,645 7,814 8,645 

 Ⅶ 連結子 会社の 非連 結子 会 社合併 による 現金 およ び 現金同 等物増 加高 ― 21 ― 

 Ⅷ 新規連結に伴う現金および現金同等物増加高 356 ― 356 

 Ⅸ 現金および現金同等物の中間期末（期末）残高 10,370 7,684 7,814 
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 (5) 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
① 連結の範囲に関する事項 

 (1) 連結子会社の数･･････････････   ２４社  

(2) 主要な連結子会社の名称･････   昭和電線デバイステクノロジー株式会社、昭和電線ケーブルシス

テム株式会社、昭和電線ビジネスソリューション株式会社、冨士

電線株式会社、株式会社ダイジ、株式会社ＳＤＳ、株式会社アク

シオ 

(3) 連結範囲の変更････････････ 杭州富通昭和線纜配件有限公司（平成19年1月26日に商号を杭州

富通昭和光通信配件有限公司より変更）は持分比率が増加したた

め、前連結会計年度末から連結の範囲に含めております。また、

昭和電線販売株式会社は清算結了に伴い、前連結会計年度におい

て連結の範囲から除外しております。 

株式会社ケイ・エス・デーは、当中間連結会計期間中に所有株式

の売却により子会社でなくなったため、連結の範囲から除外して

おります。但し、株式売却日を当中間連結会計期間末とみなして

いるため、中間連結会計期間における損益およびキャッシュ・フ

ローについては連結の範囲に含めております。 

連結子会社であった安川電材株式会社は、平成19年7月1日付で株

式会社ＳＤＳに吸収合併されております。また、連結子会社であ

った株式会社ワイ・エス・デーおよび日伸電線株式会社は、平成

19年7月1日付で株式会社ダイジに吸収合併されております。 

 (4) 主要な非連結子会社の名称･････ 昭和電線電纜（上海）有限公司    

 (5) 非連結子会社を連結の範囲から除いた理由       

 非連結子会社の合計の総資産、売上高、持分に見合う中間純損

益および持分に見合う利益剰余金等は、いずれも中間連結財務

諸表に重要な影響を及ぼしておりません。 

② 持分法の適用に関する事項        

 (1) 持分法を適用した非連結子会社または関連会社の数･･････２社     

 (2) 持分法を適用した主要な非連結子会社または関連会社の名称 

          杭州富通通信技術股份有限公司 

(3) 持分法の適用の範囲の変更･････    杭州富通昭和電線電纜有限公司は前連結会計年度に所有持分の  

売却により関連会社でなくなったため、前連結会計年度末に持

分法の適用の範囲から除外しております。 

 (4)  持分法を適用しない主要な非連結子会社または関連会社の名称     

                              株式会社昭和サイエンス    

 (5)  非連結子会社または関連会社を持分法の適用から除いた理由 

 非連結子会社および関連会社で持分法を適用しない会社は、そ

れぞれ中間純損益および利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であ

り、かつ全体としても中間連結財務諸表に重要な影響を及ぼし

ていないため、持分法の適用をしておりません。   
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③ 重要な減価償却資産の減価償却方法 

有形固定資産･･････････････････････主として定率法を採用しております。ただし、建物（建物附属設備を

除く。）については、主として定額法を採用しております。 

                 （会計方針の変更） 

                 当社および国内連結子会社は、平成19年度の法人税法改正に伴い、当

中間連結会計期間より、平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。これにより、営業利益、経常利益および税金等調整前中間純利

益はそれぞれ17百万円減少しております。 

                 （追加情報） 

                 当社および国内連結子会社は、平成19年度の法人税法改正に伴い、平

成19年3月31日以前に取得した資産については、改正前の法人税法に

基づく減価償却方法の適用により取得価額の5%に到達した事業年度の

翌事業年度より、取得価額の5%相当額と備忘価額との差額を5年間に

わたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。これによ

り、営業利益、経常利益および税金等調整前中間純利益がそれぞれ

253百万円減少しております。 

④ 重要な引当金の計上基準 

(1)  退職給付引当金･･･････････････従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付

債務、退職給付信託の信託財産および年金資産の見込額に基づき、当

中間連結会計期間末において発生していると認められる額を計上して

おります。なお、過去勤務債務は発生時から、数理計算上の差異は、

その発生時の翌連結会計年度から、それぞれ従業員の平均残存勤務期

間の年数で定額法により費用処理しております。 

                 （追加情報） 

                 当社および一部の連結子会社は、確定年金拠出法の施行に伴い、平成

19年10月に適格退職年金制度の一部について確定拠出年金制度へ移行

しております。本移行に伴う影響額は、特別損失として779百万円計

上されております。 

  (2)  役員退職慰労引当金･･･････････役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく当中間連結会計

期間末の要支給額を計上しております。 

なお、上記以外は、最近の半期報告書（平成18年12月26日提出）における記載から重要な変更がないため開示を省略しております。 

  

 

(6) 中間連結財務諸表に関する注記事項 
 リース取引、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプション等、企業結合等に関する注記事項については、

中間決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 
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(セグメント情報) 

① 事業の種類別セグメント情報 

  

前中間連結会計期間 （自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 18 年 9月 30 日） 

 
消 去 ま た  ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

ｼｽﾃﾑ事業 
（百万円） 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業 
（百万円） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 
ｼｽﾃﾑ事業他 
（百万円）

計 
（百万円） 

は 全 社 

（百万円）

連  結 
（百万円）

  売上高  

(1)外部顧客に対する  13,832 10,569 73,841 98,243 ― 98,243

売上高        

(2)セグメント間の内部 418 160 1,118 1,697 △1,697 ―

売上高または振替高  

計     14,251 10,730 74,959 99,941 △1,697 98,243

営 業 費 用            14,536 10,853 72,903 98,293 △1,711 96,581

営業利益または営業損失（△） △285 △122 2,056 1,648 14 1,662

 

当中間連結会計期間 （自 平成 19 年 4月 1日 至 平成 19 年 9月 30 日） 

 
消 去 ま た  ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

ｼｽﾃﾑ事業 
（百万円） 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業 
（百万円） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 
ｼｽﾃﾑ事業他 
（百万円）

計 
（百万円） 

は 全 社 

（百万円）

連  結 
（百万円）

  売上高  

(1)外部顧客に対する  13,692 11,264 82,132 107,089 ― 107,089

売上高        

(2)セグメント間の内部 812 169 1,510 2,491 △2,491 ―

売上高または振替高  

計     14,504 11,433 83,642 109,581 △2,491 107,089

営 業 費 用            14,497 12,051 80,107 106,656 △2,478 104,177

営業利益または営業損失（△） 7 △618 3,535 2,924 △12 2,911

 

前連結会計年度 （自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 19 年 3月 31 日） 

 
消 去 ま た  ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

ｼｽﾃﾑ事業 
（百万円） 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業 
（百万円） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 
ｼｽﾃﾑ事業他 
（百万円）

計 
（百万円） 

は 全 社 

（百万円）

連  結 
（百万円）

  売上高  

(1)外部顧客に対する  30,299 21,715 157,110 209,125 ― 209,125

売上高        

(2)セグメント間の内部 801 386 2,453 3,641 △3,641 ―

売上高または振替高  

計     31,101 22,102 159,563 212,767 △3,641 209,125

営 業 費 用            30,648 23,251 154,828 208,728 △3,644 205,083

営業利益または営業損失（△） 453 △1,149 4,735 4,039 2 4,041

 
（注）１．事業区分は製品の使用目的および販売市場等の類似性に基づき、コミュニケーションシステム事業、 

デバイス事業、エネルギーシステム事業他としております。 

   ２．各事業区分に属する主要な製品 

     コミュニケーションシステム事業……光・通信ケーブル、通信工事、ネットワークソリューション 

デバイス事業……………………………精密デバイス製品、振動制御製品、ワイヤハーネス 

                ファイバフォトニクス製品 

エネルギーシステム事業他……………裸線、巻線、電力ケーブル、被覆線、アルミ線、電力工事・ 

                 付属品、超電導線、その他 
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   ３．会計処理の方法の変更 

     「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載のとおり、当中間連結会計期間よ

り、当社および国内連結子会社は、平成 19 年度の法人税法改正に伴い、平成 19 年 4 月 1 日以降に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これに伴い、当中間連結会計期間の営業費用は、コミュニケーションシステム事業が 3 百万円、デ

バイス事業が 1 百万円、エネルギーシステム事業他が 12 百万円増加し、営業利益が同額減少してお

ります。 

 

                  

② 所在地別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自平成 18 年 4月 1日 至平成 18 年 9 月 30 日）、当中間連結会計期間（自平

成 19 年 4月 1日 至平成 19 年 9 月 30 日）および前連結会計年度（自平成 18 年 4 月 1日 至平成 19

年 3 月 31 日）において、本国の売上高の金額は、全セグメントの売上高合計の金額に占める割合が

90％超であるため、記載を省略しております。 

 

 

③ 海外売上高 

前中間連結会計期間（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 18 年 9月 30 日） 

                              

 ア ジ ア        そ の 他        計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 12,634 116 12,750

Ⅱ 連結売上高（百万円）   98,243

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(%) 
12.8 0.1 12.9

 

当中間連結会計期間（自 平成 19 年 4月 1日 至 平成 19 年 9月 30 日） 

 
 ア ジ ア        そ の 他        計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 14,929 292 15,222

Ⅱ 連結売上高（百万円）   107,089

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(%) 
13.9 0.3 14.2

 

前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 19 年 3 月 31 日） 

 
 ア ジ ア        そ の 他        計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 26,686 342 27,029

Ⅱ 連結売上高（百万円）   209,125

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(%) 
12.8 0.2 12.9

 

（注） １．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

    ２．各区分に属する主な国または地域 

      アジア……中国、カタール、アラブ首長国連邦等 

３．海外売上高は、当社および連結子会社の日本以外の国または地域における売上高であります。 
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 (1 株当たり情報) 

 
前中間連結会計期間 

（自 平成 18 年 4月 1日 

      至 平成 18 年 9 月 30 日） 

当中間連結会計期間 

（自 平成 19 年 4月 1日 

      至 平成 19 年 9 月 30 日） 

前連結会計年度 

（自 平成 18 年 4月 1日 

   至 平成 19 年 3 月 31 日） 

1 株当たり純資産   202 円 75 銭 

 

1 株当たり中間純利益  2 円 39 銭 

 

潜在株式調整後１株   2 円 36 銭 

当たり中間純利益 

1 株当たり純資産   206 円 72 銭 

 

1 株当たり中間純利益  4 円 9 銭 

 

なお、潜在株式調整後 1 株当たり中

間純利益については、潜在株式が存

在しないため、記載しておりませ

ん。 

1 株当たり純資産   199 円 38 銭

 

1 株当たり当期純利益  3 円 60 銭

 

なお、潜在株式調整後 1 株当たり当

期純利益については、潜在株式が存

在しないため、記載しておりませ

ん。 

 

     (注) １株当たり中間（当期）純利益および潜在株式調整後１株当たり中間純利益の算定上の基礎は以下のとおりで 

あります。 

 前中間連結会計期間 

（自 平成 18 年 4月 1日

至 平成 18 年 9月 30 日）

当中間連結会計期間 

（自 平成 19 年 4月 1日 

至 平成 19 年 9月 30 日） 

前連結会計年度 

（自 平成 18 年 4月 1日

至 平成 19 年 3月 31 日）

１株当たり中間（当期） 

純利益 
 

中間（当期）純利益（百万円） 521 1,027 804

普通株主に帰属しない金額 

（百万円） 
― ― ―

（うち利益処分による役員

賞与金（百万円）） 
― ― ―

普通株式に係る中間（当

期）純利益 

（百万円） 

521 1,027 804

普通株式の期中平均株式数 

（千株） 
217,812 251,099 223,442

    

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益 

   

中間純利益調整額 

（百万円） 
― ― ―

（うち支払利息（税額相当

額控除後）（百万円）） 
― ― ―

普通株式増加数（千株） 2,538 ― ―

（うち新株予約権付社債

（千株）） 
(2,538) ― ―

希薄化効果を有しないた

め、潜在株式調整後１株当

たり中間純利益金額の算定

に含めなかった潜在株式の

概要 

     ―

 

     ― 

 

     ―

 

 

（重要な後発事象） 

 
 該当事項はありません。 
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5. 中間個別財務諸表 

(1) 中間貸借対照表 

 
前中間会計期間末 

（平成 18 年 9 月 30 日現在） 

当中間会計期間末 

（平成 19 年 9 月 30 日現在） 

 

前事業年度末の 

要約貸借対照表 

（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

区分 
金額 

（百万円） 

構成比

(％) 

金額 

（百万円） 

構成比 

(％) 

金額 

（百万円） 

構成比

(％) 

（資産の部）    

I 流動資産    

１ 現金および預金 1,794 1,345  1,476 

２ 受取手形 0 ―  ― 

３ 棚卸資産 2 1  2 

 ４ 未収入金 3,091 3,542  4,054 

 ５ 短期貸付金 36,391 38,078  34,539 

 ６ その他の流動資産 1,892 259  308 

   流動資産計  43,171 40.3 43,227 39.5  40,383 38.0

Ⅱ 固定資産    

   １ 有形固定資産 2 0.0 0 0.0 0 0.0

  ２ 無形固定資産 232 0.2 216 0.2 224 0.2

   ３ 投資その他の資産    

       投資有価証券 5,962 6,223  6,157 

     関係会社株式 31,160 32,673  32,673 

     関係会社長期貸付金 26,683 27,135  27,176 

      その他の投資 370 437  354 

    貸倒引当金 △1 ―  △3 

    投資損失引当金 △582 △582  △582 

       投資その他の資産合計 63,593 59.5 65,887 60.3 65,776 61.8

固定資産計  63,828 59.7 66,103 60.5  66,001 62.0

資産合計  107,000 100.0 109,331 100.0  106,384 100.0
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前中間会計期間末 

（平成 18 年 9 月 30 日現在） 

当中間会計期間末 

（平成 19 年 9 月 30 日現在） 

 

前事業年度末の 

要約貸借対照表 

（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

区分 
金額 

（百万円） 

構成比

(％) 

金額 

（百万円） 

構成比 

(％) 

金額 

（百万円） 

構成比

(％) 

（負債の部）    

 Ⅰ 流動負債    

     １ 支払手形 1 ―  ― 

２ 短期借入金 44,334 45,143  41,410 

３ その他の流動負債 4,098 6,005  7,715 

  流動負債計  48,434 45.3 51,149 46.8  49,126 46.2

Ⅱ 固定負債    

     １ 社債 5,000 ―  ― 

２ 長期借入金 15,515 16,745  16,376 

  ３ その他の固定負債 2,545 326  332 

  固定負債計  23,060 21.5 17,071 15.6  16,708 15.7

負債合計  71,494 66.8 68,221 62.4  65,834 61.9

    

（純資産の部）    

Ⅰ 株主資本    

  １ 資本金  18,733 17.5 21,221 19.4  21,221 19.9

  ２ 資本剰余金    

       資本準備金 5,030 7,518  7,518 

      その他資本剰余金 8,223 8,228  8,228 

      資本剰余金合計  13,254 12.4 15,747 14.4  15,747 14.8

  ３ 利益剰余金    

       その他利益剰余金    

       繰越利益剰余金 897 1,350  826 

      利益剰余金計  897 0.8 1,350 1.2  826 0.8

  ４ 自己株式  △19 △0.0 △5 △0.0  △2 △0.0

   株主資本計  32,866 30.7 38,313 35.0  37,793 35.5

Ⅱ 評価・換算差額等    

  １ その他有価証券評価差額金  2,638 2.5 2,796 2.6  2,756 2.6

  評価・換算差額等計  2,638 2.5 2,796 2.6  2,756 2.6

純資産合計  35,505 33.2 41,110 37.6  40,549 38.1

負債、純資産合計  107,000 100.0 109,331 100.0  106,384 100.0
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 (2) 中間損益計算書 
 

 
前中間会計期間 

（自 平成 18 年 4月 1日 

 至 平成 18 年 9月 30 日）

当中間会計期間 

（自 平成 19 年 4月 1日  

 至 平成 19 年 9月 30 日） 

前事業年度の 

要約損益計算書 

（自 平成 18 年 4月 1日 

 至 平成 19 年 3月 31 日） 

区分 
金額 

（百万円） 

百分比 

(％) 

金額 

（百万円） 

百分比 

(％) 

金額 

（百万円） 

百分比

(％) 

Ⅰ 営業収益  1,230 100.0 1,918 100.0  2,283 100.0

Ⅱ 営業費用  1,143 92.9 1,171 61.1  2,277 99.7

    営業利益  87 7.1 746 38.9  5 0.3

Ⅲ 営業外収益    

  １ 受取利息 680 722  1,420 

  ２ 受取配当金 76 44  102 

  ３ その他 25 782 63.6 11 779 40.6 24 1,548 67.8

Ⅳ 営業外費用    

  １ 支払利息 653 690  1,325 

  ２ その他 4 658 53.5 119 809 42.2 121 1,447 63.4

    経常利益  211 17.2 715 37.3  106 4.7

Ⅴ 特別損失  ― ― 9 0.5  160 7.1

  税 引 前 中 間 （ 当 期 ） 純 利 益  211 17.2 706 36.8  53 2.4

  法人税、住民税および事業税 △153 △88  243 

  法人税等調整額 85 △67 △5.5 △230 △319 △16.6 △505 △262 △11.5

  中間（当期）純利益  279 22.7 1,025 53.4  208 9.1
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 (3) 中間株主資本等変動計算書 
  

前中間会計期間（自 平成 18 年 4月 1日 至 平成 18 年 9月 30 日） 
 

株主資本 
資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金  
資本金 資本 

準備金 

その他 
資本剰余

金 

資本 
剰余金 
合計 

固定資産 
圧縮積立金 

繰越利益 
剰余金 

 
利益 
剰余金 
合計 

自己株式 株主資本 
合計 

平成 18 年 3 月 31 日 

残高（百万円） 
18,733 5,030 8,223 13,254 88 856 944 △16 32,917

中間会計期間中の変

動額 
    

固定資産圧縮積立金の

取崩 
  △88 88 ― ―

剰余金の配当   △326 △326 △326

中間純利益   279 279 279

 自己株式の取得     △3 △3

株主資本以外の 

項目の中間会計期

間中の変動額 

     

中間会計期間中の変

動額合計（百万円） 
― ― ― ― △88 41 △47 △3 △51 

平成 18 年 9 月 30 日 

残高（百万円） 
18,733 5,030 8,223 13,254 ― 897 897 △19 32,866

 
評価・換算差額等 

 その他 
有価証券 

評価差額金 

土地再評価 
差額金 

評価・ 
換算 

差額等 
合計 

純資産合計 

平成 18 年 3 月 31 日 

残高（百万円） 
3,711 4,489 8,201 41,118

中間会計期間中の変

動額 
  

固定資産圧縮積立金の

取崩 
  ―

剰余金の配当   △326

中間純利益   279

 自己株式の取得   △3

株主資本以外の 

項目の中間会計期

間中の変動額 

△1,072 △4,489 △5,562 △5,562

中間会計期間中の変

動額合計（百万円） 
△1,072 △4,489 △5,562 △5,613

平成 18 年 9 月 30 日 

残高（百万円） 
2,638 ― 2,638 35,505
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当中間会計期間（自 平成 19 年 4月 1日 至 平成 19 年 9月 30 日） 
 

株主資本 
資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金  
資本金 資本 

準備金 

その他 
資本剰余

金 

資本 
剰余金 
合計 

固定資産 
圧縮積立金 

繰越利益 
剰余金 

 
利益 
剰余金 
合計 

自己株式 株主資本 
合計 

平成 19 年 3 月 31 日 

残高（百万円） 
21,221 7,518 8,228 15,747 ― 826 826 △2 37,793

中間会計期間中の変

動額 
    

剰余金の配当   △502 △502 △502

中間純利益   1,025 1,025 1,025

 自己株式の取得     △3 △3

株主資本以外の項

目の中間会計期間

中の変動額 

     

中間会計期間中の変

動額合計（百万円） 
― ― ― ― ― 523 523 △3 520 

平成 19 年 9 月 30 日 

残高（百万円） 
21,221 7,518 8,228 15,747 ― 1,350 1,350 △5 38,313

 
評価・換算差額等 

 その他 
有価証券 

評価差額金 

土地再評価 
差額金 

評価・ 
換算 

差額等 
合計 

純資産合計 

平成 19 年 3 月 31 日 

残高（百万円） 
2,756 ― 2,756 40,549

中間会計期間中の変

動額 
  

剰余金の配当   △502

中間純利益   1,025

 自己株式の取得   △3

株主資本以外の 

項目の中間会計期

間中の変動額 

39 ― 39 39

中間会計期間中の変

動額合計（百万円） 
39 ― 39 560

平成 19 年 9 月 30 日 

残高（百万円） 
2,796 ― 2,796 41,110
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前事業年度（自 平成 18 年 4 月 1日 至 平成 19 年 3 月 31 日） 
 

株主資本 
資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金  
資本金 資本 

準備金 

その他 
資本剰余

金 

資本 
剰余金 
合計 

固定資産 
圧縮積立金 

繰越利益 
剰余金 

 
利益 
剰余金 
合計 

自己株式 株主資本 
合計 

平成 18 年 3 月 31 日 

残高（百万円） 
18,733 5,030 8,223 13,254 88 856 944 △16 32,917

事業年度中の変動額     

新株の発行 2,487 2.487 2,487   4,975

自己株式の処分   4 4   19 24

任意積立金の取崩   △88 88 ― ―

剰余金の配当   △326 △326 △326

当期純利益   208 208 208

 自己株式の取得     △6 △6

株主資本以外の 

項目の事業年度の

変動額 

     

事業年度中の変動額

合計（百万円） 
2,487 2,487 4 2,492 △88 △29 △118 13 4,875

平成 19 年 3 月 31 日 

残高（百万円） 
21,221 7,518 8,228 15,747 ― 826 826 △2 37,793

 
 

 

評価・換算差額等 

 その他 
有価証券 

評価差額金 

土地再評価 
差額金 

評価・ 
換算 

差額等 
合計 

純資産合計 

平成 18 年 3 月 31 日 

残高（百万円） 
3,711 4,489 8,201 41,118

事業年度中の変動額   

新株の発行   4,975

自己株式の処分   24

任意積立金の取崩   ―

剰余金の配当   △326

当期純利益   208

 自己株式の取得   △6

株主資本以外の 

項目の事業年度の

変動額 

△954 △4,489 △5,444 △5,444

事業年度中の変動額

合計（百万円） 
△954 △4,489 △5,444 △568

平成 19 年 3 月 31 日 

残高（百万円） 
2,756 ― 2,756 40,549
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(4) 中間財務諸表作成のための基礎となる重要な事項 
① 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産･･････････････････････定率法を採用しております。 

                 （会計方針の変更） 

                 当社は、平成19年度の法人税法改正に伴い、当中間会計期間より、平

成19年4月1日以降に取得した有形固定資産について、改正後の法人税

法に基づく減価償却の方法に変更しております。これによる営業利益、

経常利益、および税引前中間純利益への影響はありません。 

                 （追加情報） 

                 当社は、平成19年度の法人税法改正に伴い、平成19年3月31日以前に

取得した資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却方法の

適用により取得価額の5%に到達した事業年度の翌事業年度より、取得

価額の5%相当額と備忘価額との差額を5年間にわたり均等償却し、減

価償却費に含めて計上しております。これによる営業利益、経常利益

および税引前中間純利益に対する影響は軽微であります。 

  ② 引当金の計上基準 

    退職給付引当金････････････････････従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務、退職

給付信託の信託財産および年金資産の見込額に基づき、当中間会計期

間末において発生していると認められる額を計上しておりますが、当

中間会計期間末における退職給付債務から未認識数理計算上の差異お

よび未認識過去勤務債務を控除した額を、退職給付信託の信託財産お

よび年金資産が上回った結果、前払年金費用（投資その他の資産の

「その他の投資」に含まれる）として計上しております。 

                     なお、過去勤務債務は発生時から、数理計算上の差異は、その発生時

の翌事業年度から、それぞれ従業員の平均残存勤務期間の年数で定額

法により費用処理しております。 

                     （追加情報） 

                     当社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成19年10月に適格退職年金

制度の一部について確定拠出年金制度へ移行しております。本移行に

伴う影響額は、特別損失として9百万円計上されております。 

 
 

 


